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・社会的包摂の実現
共生社会の実現に向けた社会教育のより積極的な役割（価値と困難）

・人生100年時代と生涯学習・社会教育
マルチステージ（ポスト リカレント・システム）における学習環境の整備

・Society 5.0 に向けたこれからの生涯学習・社会教育
ICT化を捉えた新しい学びや交流の創出（本研究交流会）

・地域活性化の推進
地域をベースとした学びのプラットフォームの形成

・子供・若者の地域・社会への主体的な参画と

多世代交流の推進
消費者意識から主権者意識への転換

学校教育（大学含む）との深いつながりづくり（脱形式・脱表面）

生涯学習・社会教育をめぐる現状・課題
（第10期中央教育審議会生涯学習分科会における議論の整理）



さて、Society 5.0 の到来によって
生涯学習・社会教育を取り巻く環境は
人々の学びのスタイルは
地域や社会への責任の果たし方は
多様な暮らしぶりの人々の関り方は

どう変わるのでしょうか



何が変わるのか？

“学びのスタイル”
・・・究極の「脱しがらみ」のスタイルでもある

オンライン学習（アプリ・Youtube・LMS等）
一方で
・・・学びの先には発信・受信する「人」がいる

不特定多数であることの方が優位か？
・・・「対面」への需要が膨らんだように思えるが

それは長続きするのか、どうか？



“画面越しの学び”

違和感がありますか？それとも・・・



“想像力”を働かせて

教室に限らず、移動中、公共スペース（室内・屋外）、
レストラン、リビング・・・娯楽もあるでしょうが



何が変わるのか？

“市民性”はどうなる？
・・・Society 5.0は重要な分岐点では？

課題解決＝経済的利益の視点
技術革新＝消費者意識・志向の助長

バランスを整えること
課題解決＝生活者の幸福の視点
技術革新＝“回復”への視点の包含
「社会的包摂」「共生社会」の実現へ



出典：内閣府HP
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html


平成30年度全国学力・学習状況調査結果

児童生徒は「人」に何を重ね合
わせているのでしょうか？

(上)94.9%と(下)31.9%との違いは？



何が変わるのか？

“学校・学力”の動向
・・・学校に変容が求められている！

「社会に開かれた教育課程」
「地域とともにある学校づくり」

背景には求められる人材像がある
地域社会の解決（正解のない問）に取り組む
地域・社会に変革をもたらす
共生社会（人間らしく暮らせる社会）を実現する



「社会に開かれた教育課程」（学習指導要領）

学校教育は学校内に閉ざされない
①社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学校教
育を通じてよりよい社会を創るという目標を持ち、教育
課程を介してその目標を社会と共有していくこと。

②これからの社会を創り出していく子供たちが、社会や世
界に向き合い関わり合い、自分の人生を切り拓いていく
ために求められる資質・能力とは何かを、教育課程にお
いて明確化し育んでいくこと。

③教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源を活
用したり、放課後や土曜日等を活用した社会教育との連
携を図ったりし、学校教育を学校内に閉じずに、その目
指すところを社会と共有・連携しながら実現させること。

社会との関わりの文脈で教育を再構成する視点



国際動向（OECD Education 2030プロジェクト）

学習者のエイジェンシー（≒社会の形成者）

エージェンシーは、社会参画を通じて人々や物事、環境がより良い
ものとなるように影響を与えるという責任感を持っていることを含
意する。また、エージェンシーは、進んでいくべき方向性を設定す
る力や、目標を達成するために求められる行動を特定する力を必要
とする。

エージェンシーの発揮を可能としていくためには、教育者は学習者
の個性を認めるだけではなく、例えば、教師や仲間たち、家族、コ
ミュニティなど、彼らの学習に影響を与えているより幅広い関係性
を認識する必要がある。この学習枠組みの基礎となる概念が、「共
同エージェンシー」であり、すなわち、学習者が目指す目標に向
かって進んでいくことを支える、双方向的で互恵的な協力関係のこ
とである。この文脈では、誰もが学習者とみなされるのであり、そ
れは生徒だけでなく、教師や学校管理職、保護者やコミュニティの
人々も含むものである。

出典：文部科学省初等中等教育局教育課程課教育課程企画室
作成資料「OECD Education 2030プロジェクトについて」



国際動向（OECD Education 2030プロジェクト）

未来を築くコンピテンシー（≒知識やスキル、態度
及び価値を動員する（使いこなす）能力）
変革を起こす力のあるコンピテンシー（要約）

①新たな価値を創造する力

今後のイノベーションは、他者との協力と協働により引き起こさ
れる。この能力は、適応力、創造力、好奇心や、新しいものに対し
て開かれた意識を含む。

②対立やジレンマを克服する力

矛盾した考えや相容れない考えや論理、立場についても、それら
の相互のつながりや関連性を考慮しながら、より統合的な形で考え
行動することを学習する必要がある。

③責任ある行動をとる力

この能力の中核には、自己調整の考え方があり、自己コントロー
ル、自己効力感、責任感、問題解決、適応力を含む。（中略）思春
期は、もはや、単に脆く傷つきやすい時期としてではなく、責任感
を醸成する機会として捉えられる。

出典：文部科学省初等中等教育局教育課程課教育課程企画室
作成資料「OECD Education 2030プロジェクトについて」



転換点に立って

切れ目のない教育を

・・・学校教育のベクトルを確認しましょう

・・・生涯学習・社会教育の目指すべき方向も
確認できたのではないでしょうか

・・・現象から目をそらすことはできませんが、
過度にとらわれ過ぎず、

人生＝教育で捉えなおしましょう



ご清聴ありがとうございました

生涯学習・社会教育の未来を明るくするために
今後とも力を合わせて邁進しましょう


